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○研究テーマ

「生きる力を支える確かな学力の育成」

～ICT端末の有効活用を含めた，主体的・対話的で深い学びに向けた授業づくり～

○研究方法

   マンダラートを用い，自分の思考を整理しながら，目標に向かって個別

  に研究を進める。

  ①研究主題を目指すための実践内容を個々で考える。

   ・副主題になっている「ICT端末の有効活用」と「主体的・対話的で深

     い学びに向けた授業づくり」は全員取り入れる。

  ②個々で実践を進める。

・学期末に部会で，自分の取組状況を報告する。



１　学校沿革の概要 ２　学校経営の概要 ４　日　課　表

５　年間行事予定

６　学級編成

３　地域の概要

○学校経営の努力点とその具体策

１ 児童相互の協調性や共感的態度、多様な人々との協働を促す教育を充実する。

・山梨市「ECHOES学習」を基にした探究的な学習の取組をとおして協調性や人々と

の協働する力を育む。

２ 人間を尊重し、自然を愛し、生命を大切にする豊かな心を育む。

・教職員と児童並びに児童相互の心の触れ合いを深め、体罰や人権侵害の芽を根

絶し、安心して学ぶことができる学校づくりに努める。

・教職員は、児童理解のための教育相談活動を充実させ、集団の中で心の居場所と

自尊感情が認識できるよう、個々の良さを認め共感的な支援に努める。

・学校教育活動全体を通して、道徳教育の充実に取り組む。

・ボランティア活動などの体験活動を通して、思いやりの心や公徳心を育て道徳的実

践力を育むよう努める。

３ 基礎的・基本的な知識技能の習得、課題解決に向けた思考力・判断力・表現力等

及び主体的に学習に取り組む態度の育成に努める。

４ 学習の基盤となる活動の充実や学習習慣の確立に努める。

・学習指導のねらいを明確にし、学習者主体の授業づくりに努める。

・基礎的・基本的事項の習得の徹底を図るとともに、課題解決に向けた思考力・判断

力・表現力を育む学習指導に努め、確かな学力の向上を図る。

・児童一人一人の特性・学習到達度等に応じた指導方法や教材の工夫、興味・関心

キャリア形成の方向性等に応じた学習活動や課題に取り組む授業づくりに努める。

・各教科の本質を踏まえ資質・能力の向上のためにICTの特徴を生かした授業づくり

に努める。また、ICTの活用とともに情報モラル教育の充実を図る。

・「本を読むこと自体が楽しい」という読み方を大切にし、読み聞かせボランティアや

家庭と連携し、読書の習慣化を図る。

・「きりっ子」ノート活用や「家庭学習スタンバイ」の時間を設定する等、学習習慣を確

立するための取組を進める。

５ 健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した教育の充実に努める。

・学校の教育活動全体を通じて、食育並びに心身の健康の保持増進及び安全に関

する指導の充実を図り、望ましい生活習慣の形成に努める。

・運動やスポーツに親しむ児童の育成をめざし、運動する機会を計画的に設け、健

康体力の維持増進に努める。

６ 特別な教育的支援を必要とする児童、不登校児童等について、関係機関との連携

を図り、計画的・組織的に支援を行う。

・特別支援教育コーディネーターを中心とした支援体制を構築し組織的な支援を行う。

・保護者、関係機関と連携し、個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成・活用

を通じて、特別な教育的支援を必要とする児童へ計画的に支援を行う。

７ 教職員の力量を高め、組織的・効率的な学校経営に努める。

・日々自己研修に努め、自らの力量を高めると同時に、校内研究や研修を通じ、指

導内容・方法の改善の視点や新たな教育技術の獲得などに努める。

・学校運営が組織的・効率的に行えるよう、校務分掌を明確にし、その職務遂行と協

働体制を確立する。

８ 地域の人的・物的資源を活用する等、地域社会との連携を積極的に進める。

・地域の伝統文化、自然環境、人材などを積極的に活用し、地域に根ざした教育を

推進する。（山梨市「ECHOES学習」への取組）

・保護者・地域へ積極的に情報を発信し、学校教育活動の理解が深まるよう努める。

９ 学校評価を実施し、学校経営の改善、教育活動の充実に努める。

・自己評価（教職員評価）、児童・保護者アンケート、学力調査等の結果の分析により

成果と課題を明確にし、学校経営の改善に取り組む。

・教育活動の充実をめざし、学校運営協議会を中心に地域との連携を進める。

本校は山梨市役所の北西部に位置し、南・北・江曽原・市川・堀之内の５つの地区から

なっている。緑豊かな自然環境に囲まれ、桃・ブドウ・サクランボ等の果樹栽培が盛んな

農村地帯で、県のフルーツ公園にも隣接している。昔から本地区に住んでいる家庭が多

く、地域や保護者の学校教育への理解と関心は高く、協力的である。

江曽原地区の兄川から出土したナウマン象等の化石は平成７年に県の天然記念物に

指定され、かつて日本が大陸と地続きであったことを証明する貴重な資料であるため本

校の一室を郷土資料館として提供している。


